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13 工業 

学校番号 T3010 

平成 31年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 電気機器 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「電気機器」（実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

電気機器は、冷蔵庫、洗濯機やエアコンなど家電製品の主要な部品として使われている。ま

た、産業用としては工場の動力や発電設備等、多岐にわたり利用されおり、なくてならない機

器である。しかし、直接目にすることはあまりなく、一般的に馴染みがありませんが、電気機

器について理解し知識と技能を身にいつけられるように学習してほしいと思います。 

初学者にもわかりやすいように図や写真を多く取り入れ、直流機、変圧器、誘導機、同期機

などの原理、構造、特性を学習していきます。 

電気機器が、どのような形で用いられているか、紹介をしたいと思います。 

２ 学習の到達目標 

卒業後、電気技術者として社会に役に立てるように電気機器、変圧器や制御に関する知識と技

能を習得させ、発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観

点

の

趣

旨 

電気機器に関する

課題について関心

を も ち 、 そ の 改

善・向上をめざし

て主体的に取り組

もうとするととも

に、実践的な態度

を 身 に 付 け て い

る。 

電気機器に関する諸

課題の解決をめざし

て思考を深め、基礎

的・基本的な知識と

技術を基に、技術者

と し て 適 切 に 判 断

し、表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

電気機器に関する

基礎的・基本的な

技術を身に付け、

環境に配慮し、も

のづくりを合理的

に計画し、その技

術を適切に活用し

ている。 

電気機器に関する基

礎的・基本的な知識

を身に付け、現代社

会における工業の意

義や役割を理解して

いる。 

評

価

方

法 

学習状況の観察 

ワークシートの記

述 

製作品 

観察記録表 

レポート、発表 

自己評価・相互評

価 等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

 

観察記録表 

レポート、発表 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

 

観察記録表 

レ ポ ー ト 自 己 評

価・相互評価 等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

 

観察記録表 

レポート、発表 

自己評価・相互評価 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 
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月 

 

単

元

名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
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1 

 

2 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直 

流 

機 

と 

電 

気 

材 

料 

・直流機の原理、構造 

 

・直流機の種類と特性 

 

・始動と速度制御 

 

・材料の特性と用途 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

◎ 

a:電流・磁界・電磁力の関係を電動

機の動きと関連付けができる。 

 

b:直流機の特性をグラフから検討し

ようしている。 

 

c:直流機の回転数や端子電圧などが

求めることができる。 

 

d:直流機や電気材料の事項や概念に

ついて理解できている。 

学習状況の観

察 

ワークシートの

記述 

観察記録表 

 

レポー ト 、 発

表、自己評価・

相互評価 等 

変

圧

器

と

誘

導

機

  

 

・変圧器の原理、構造 

 

・変圧器の特性 

 

・変圧器と結線 

 

・三相誘導機の原理、

構造と特性 

 

各種誘導機 

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

a:構造と仕組みを理解し、そこから

損失や効率を考えようとしてい

る。 

 

b:原理を理解し、変圧する仕組みや

誘導機の始動方法について理解

し、他者に説明できる。 

 

c:それぞれの特性を理解し、等価回

路に変換できる。 

 

d:変圧器、誘導機について事項や概

念を理解している。 

学習状況の観

察 

ワークシートの

記述 

観察記録表 

 

レポー ト 、 発

表、自己評価・

相互評価 等 

同
期
機
と
小
型
モ
ー
タ
と
パ
ワ
ー
エ
レ
ト
ロ
ニ
ク
ス 

・同期機の原理、構造 

 

・小型電動機の特徴・

用途 

 

・電力変換ディバイスの

種類と電力変換装置 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:同期機や電力変換装置の原理や構

造を理解している。 

 

b:各種電動機の特徴を理解し、その

用途をきちんと整理できる。 

 

c:同期機の特性を理解し、始動、同

期運転を活用できる。 

 

d:同期機、小型電動機や電力変換装

置の事項や概念を理解している。 

学習状況の観

察 

ワークシートの

記述 

観察記録表 

 

レポー ト 、 発

表、自己評価・

相互評価 等 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目

において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。◎は、その

中でも特に重点的に評価を行う観点である。 


